
  

フランスの住居内空気真菌汚染
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人は 80％の時間を断熱性の高い建物の中で過ごしていま

す。時には換気が不良であったり、湿気の高い場所であっ

たりするため、高濃度のカビに晒されることがあります。

家庭内に存在する真菌分析は、短時間の空気サンプル捕集

と顕微鏡観察、或いは 1～2種の培地による真菌培養法が

一般的なものでしたが、これらの手法には大きな欠点があ

ります。

本調査[1] [2]は、米国環境相対カビインデックス(ERMI)

のスケールが、フランスでも応用出来るか、そしてこのイ

ンデックスが他の真菌汚染対策と相関しているかどうか

を判断することを目的としています。“カビあり”或いは

“カビなし”と検査分類された住居から、埃と空気のサン

プルを捕集、ERMI が挙げる 36 種の真菌につき、定量 PCR

分析及び／或いは培養法分析を行います。

 コリオリスμ、滅菌済サンプルカップ（ベルタン社）、

捕集液 15ml（AES Chemunex社）

 MitestTM 掃除機捕集アダプタ-（ダストサンプリング）

( ０

    0   5   10   15   20   25   30   35   40
             Dwelling N umber
図１：フランス Brittany の住居４０軒の環境相対カビインデックス(ERMI)

値を最低から最高まで集積(図の黒い菱形で表示)。居間（グレーの縦線）

と寝室（白の縦線）からのエアサンプル 1 ㎥あたりのコロニー形成単位

(CFU)としての真菌セル濃度ログが各住居の ERMI 値に対応しているのが示

されています。

コリオリスエアサンプラーで捕集し、QPCR法或いは培養法で分析

されたエアロゾルサンプルは、埃の QPCR分析に加え、屋内の真菌

汚染についての理解に役立ちます。
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 コリオリス捕集：居間及び寝室 3㎥ [300L/分、10分]

 掃除機捕集：居間及び寝室 2㎥ [5分] 

 QPCR アッセイ：サンプルから 1.5mL の分量を遠心分離

器にかけ、その上澄み液を除去してペレットを 100μL

にする。それぞれの捕集サンプルは分析時まで-20℃で

保管。溶解・DNA 抽出ステップ・QPCR アッセイの前に、

コリオリス捕集サンプルは100μLペレットを0.2μm孔

サイズフィルターで濾過する[1] [2]。

 コリオリス捕集サンプルもまた培養分析を行う。

●

コリオリスμエアサンプラーは、住居内真菌汚染検査に実用的で且つ便利な、分子解析

用装置です。カビの検査員は、住居を“カビあり”か”カビなし“のどちらかで分類し

がちで、簡略化し過ぎるものです。 住居内汚染は真菌数に基づく高～低の連続的数値

解析でより良く表現出来ます。 ERMIスケールはこの種の連続的な評価基準値を提供し

てくれます。

ERMI 値は居間・寝室のエアサンプル中の QPCRベースの真菌

濃度と相関関係がありました。さらに、コリオリスサンプル

からの培養データは、居間・寝室の ERMI値と非常に高い相

関関係にありました( 図１)。


